（別紙）
開発の詳細　　　（Ａ４, 枚数制限なし, 提出部数６）
１．プロジェクト名
２．開発内容
（１）製品分類と開発新製品の技術的特徴

＊記載例：「○○○であることを特徴とする△△△」
（２）従来製品・技術の概要、解決すべき課題

＊従来製品・技術の性能・用途、技術的・経済的な課題について記載
（３）他社、大学等における開発動向
＊類似の開発についての他社、大学等の動向、特許出願状況
（４）課題に対する目標値、技術開発の概要

＊要素技術ごとに記載（目標設定の根拠も記載）
（５）優位性

＊開発する新製品の他社製品（開発動向を踏まえること）に対する優位性を記載
３．開発体制
（１）開発担当者一覧
＊各技術者の氏名、所属、職名、略歴を記載
（２）協力企業、大学
＊協力企業、大学の技術者、教官等の氏名、所属、職名、略歴を記載
（３）開発体制図

①全体構成

＊記入例


②社内体制

＊新規雇用者を含めて各技術者の担当部署や分担内容が分かるように図を用いて記載
４．技術開発
（１）新製品開発の基礎となる保有技術（協力企業等からの導入技術も記載）

（１ａ）

＊開発担当者、開発時期、開発内容と成果（数値等を用いて具体的に記載、特許出願・登録がある場合は公開・登録番号を記載）
（１ｂ）

＊開発担当者、開発時期、開発内容と成果（数値等を用いて具体的に記載、特許出願・登録がある場合は公開・登録番号を記載）
・

・

・

（２）新製品開発に際して実施する技術開発（要素技術ごとに記載）
（２ａ）

＊開発担当者（新規雇用者は「新規雇用者」と記載）、開発内容と目標（数値等を用いて具体的に記載）
（２ｂ）

＊開発担当者（新規雇用者は「新規雇用者」と記載）、開発内容と目標（数値等を用いて具体的に記載）
・

・

・

（３）最終目標
＊最終的な製品・技術について、必ず数値と図を用いて具体的に記載
５．工程表
＊実施項目の日程を        で記載
＊他の実施項目の結果に基づき実施する項目については、それらの関係を        で明示
＊研究開発の進捗管理を行うためのチェックポイントを表中に a、b、c等で明示し、表の下にそのチェック内容を記載
	       実施項目
	  ９月
	  10月
	  11月
	  12月
	  １月
	  ２月
	  ３月

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


（チェックポイント）
＊各チェックポイントのチェック内容を、数値等をあげて簡潔かつ具体的に記載
（記載例）

	       実施項目
	  ７月
	  ８月
	  ９月
	  10月
	  11月
	  12月
	  １月
	  ２月
	  ３月

	○○圧縮技術の開発
	
	 
	
	
	　a
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	データ圧縮回路の開発
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	画像処理回路の開発
	
	 
	
	 
	b
	
	c
	
	


（チェックポイント）
a 圧縮率の評価　（目標値：圧縮率70%）
b 処理速度の評価（目標値：７MB/sec）
c 処理速度の評価（目標値：10MB/sec）
６．事業化計画

（１）事業化体制

＊仕入先、外注先、販売先、最終ユーザー等を図を用いて記載
（２）新規雇用者の正社員化計画

＊正社員化予定時期、正社員化後の担当予定部署や職務内容等について記載
７．市場創出効果（平成２２年（現状）～平成２６年（予測値）の数値を記載）

（１）市場

＊将来の市場規模の算出根拠も記載（各種資料を引用した場合は、その写しを添付）

（２）シェア、販売額

＊将来のシェア・販売額（単価＊販売数量）は、現在のシェア・新製品の優位性・知的財産の活用等を考慮して算出（算出の仕方（考え方）も記載）

（３）波及効果

＊他企業、他分野への波及効果が見込める場合には記載

８．地域における継続的な雇用機会の創出効果

＊申請者および波及効果による雇用創出人数を、７．（２）（３）に基づき算出（算出の仕方（考え方）も記載）

９．本年度の予算明細
                                                                                              （単位：円）
	区  分
	種    別
	仕    様
	単位
	数量
	単価
	助成事業に

要する経費
	助成金交付
申請額
	備考

	人件費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	

	機械装置費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	

	その他の経費
	計
	
	
	
	
	
	
	

	内

訳
	原材料費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	小計
	
	
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	小計
	
	
	
	
	
	
	

	
	上記以外の経費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	小計
	
	
	
	
	
	
	

	
	合  計
	
	
	
	
	
	
	


（注１）「種別」とは、原材料名、機械装置名等、それぞれの品名をいう。
（注２）「仕様」とは、それぞれの型式、性能、構造等をいう。
（注３）「単位」とは、それぞれの物の算出単位をいい、ｋg、l 、缶、式、台、件、時間等をいう。
（注４）「助成事業に要する経費」とは、当該研究開発を遂行するに必要な経費をいい、ここでは数量に単価を乗じた金額をいう。金額については、見積りによる確認等なるべく正確な金額を記載すること。
（注５）「助成金交付申請額」とは、「助成事業に要する経費」のうちで、助成金の交付を希望する額をいう。
（注６）「機械装置」については、１件１０万円以上の機械器具の購入、改良、据付、借用又は修繕に要する経費をいい、自社で製作する場合の部品の購入に要する経費を含む。記載に当たっては、購入、借用、修繕等の別を備考欄に記載すること。購入物件については、その購入先を備考欄に記載すること。
（注７）「原材料費」とは、原材料の購入に要する経費をいう。
（注８）「消耗品費」とは、使用によりその効力を失うもの及び、１０万円未満の消耗機器の購入に要する経費をいう。
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